
第 313回 役員会議事要旨  

  

日   時  令和５年９月２５日（金）13：30 ～ 13：40 

  

場   所  管理棟大会議室 ＋ ウェブ（Zoom）併用 

 

出 席 者  

【構成員】 山内機構長、足立理事、内丸理事、岡田理事、幅理事 

【オブザーバー】住𠮷𠮷監事、辻監事、小林 J-PARCセンター長 

【管理局等】 五味田総務部長、山崎財務部長、永木研究協力部長、 

幸田参事役、柴沼参事役、圷監査室長、櫻井人事労務課長、永見主計課長、 

佐藤施設企画課長、柴原東海管理課長 

 

議 事  

【１】第 311・312回議事要録の確認について 

資料１のとおり了承された。 

 

【２】審議 

（１） KEK日本学術振興会特別研究員（仮称）制度の新設に伴う関係規程等の一部改正について 

幅理事から、資料２に基づき説明があり、審議の結果、資料のとおり了承された。 

（２） 就業規則等の改正について 

内丸理事から、資料３に基づき説明があり、審議の結果、資料のとおり了承された。 

（３） 職員の在宅勤務に関する実施要項の改正について 

内丸理事から、資料４に基づき説明があり、審議の結果、資料のとおり了承された。 

（４） 再雇用上限年齢の引上げに伴う再雇用職員就業規則の改正について 

内丸理事から、資料５に基づき説明があり、審議の結果、資料のとおり了承された。 

（５） 「令和５年度中小企業者に関する契約の方針」の作成について 

内丸理事から、資料６に基づき説明があり、審議の結果、資料のとおり了承された。 

本機構の実績は増えていない傾向であるが、どのような努力をしているのかとの質問があり、

内部向けには毎年度説明会を開催し周知しており、外部向けには例えば「つくばものづくりオー

ケストラ」という中小企業を対象にしたような場で PR 活動を行うなど、機構に関心を持っても

らう努力はしているが、なかなか目標に達していない状況である旨の説明があった。 

（６） 「研究環境向上のための若手研究者雇用支援事業」における間接経費の取扱いに関する申合

せの制定について 

岡田理事から、資料７に基づき説明があり、審議の結果、資料のとおり了承された。 

（７） 環境報告 2023 

幅理事から、資料８に基づき説明があり、審議の結果、資料のとおり了承された。 

なお、スクリュー冷凍機からの冷媒漏れに伴う CO2 排出量への影響について質問があり、フロ

ン排出量は例年の約 10倍となるが、CO2 排出量全体の１％程度であり影響はそれほど大きくない

旨の説明があった。 



（８）大強度陽子加速器施設(J-PARC)放射線障害予防規程細則の一部改正について  

 小林センター長から、資料９に基づき説明があり、審議の結果、資料のとおり了承された。 

 

【３】報告 

（１）令和 6年度運営費交付金等概算要求について  

 内丸理事から、資料 10に基づき説明があった。 

（２）令和６年度概算要求について  

 幅理事から、資料 11に基づき説明があった。 

 

 

以上 


